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く
ら
し
・
ま
ち
づ
く
り

地
区
の
活
動
に
対
す
る
助
成

●
市
町
村
振
興
協
会
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
助
成
事
業　
　
　
　
２
０
０
万
円

　

川
井
地
区
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
動

に
対
し
、
活
動
費
を
助
成
。︵
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
ン
パ
ー
・
電
源
等
︶

●（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
助
成
事
業　
　
　

   

２
０
０
万
円

　

板
井
地
区
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
動

に
対
し
、
活
動
費
を
助
成
。︵
テ
レ
ビ
・
ワ

ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
等
︶

定
額
減
税 

不
足
額
を
給
付

●
定
額
減
税
に
係
る
不
足
額
給
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

  

７
０
６
３
万
円

　

国
が
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
定
額
減

税
に
お
い
て
支
給
額
に
不
足
が
生
じ
た
方

な
ど
に
対
し
て
、
そ
の
不
足
額
を
給
付
。

介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
の

実
施

●
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
等
支
援
事
業

　

                                 

36
万
円

　

県
の
補
助
金
を
活
用
し
た
、
介
護
に
関

す
る
入
門
的
研
修
の
実
施
。

 

交
通
・
防
災

町
道
２
１
２
号
線
と
県
道
綿
貫

篠
塚
線
の
交
差
点
の
拡
張
工
事

●
道
路
改
良
事
業　
　
　
　
５
１
７
万
円

　

通
行
し
や
す
く
す
る
た
め
、
町
道
南
側

を
広
く
す
る
。︵
土
地
購
入
及
び
物
件
補
償
︶

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
整
備

　

災
害
時
等
に
緊
急
情
報
を
伝
え
る
た
め

の
、
同
報
系
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
防
災
行
政
無

線
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事
を
実
施
。
内
容
は

庁
舎
内
に
操
作
端
末
や
サ
ー
バ
ー
等
を
設

置
し
、
庁
舎
屋
上
に
情
報
発
信
用
の
ア
ン
テ

ナ
を
設
置
し
て
情
報
を
発
信
す
る
も
の
。

♢
契
約
金
額　

５
２
３
１
万
円
︵
消
費
税
込
み
︶

♢
契 

約 

者　

株
式
会
社
大
塚
電
設

♢
契
約
方
法　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

 

施
設
管
理

Ｏ
Ａ
機
器
の
購
入

●
基
幹
業
務
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

                                 

１
７
５
万
円

　

人
事
異
動
や
業
務
増
に
伴
い
、
不
足
し

て
い
る
Ｏ
Ａ
機
器
を
２
台
購
入
。

玉
村
分
団
詰
所
建
設

　

再
編
後
の
玉
村
分
団
詰
所
等
を
現
在
の
第

　
町
長
か
ら
一
般
会
計
な
ど
の
繰
越
計
算
書
２

件
の
報
告
が
あ
り
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な

ど
、
計
15
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、一
般
質
問
は
11
名
の
議
員
が
行
い
、様
々

な
角
度
か
ら
町
政
全
般
を
た
だ
し
ま
し
た
。

補正予算

くらしを
支える
まちづくり

くらし・まちづくり、
交通・防災等の
補正予算を可決

補正予算 議案審議Tama Voice

 スカイランタンプロジェクトは、と

てもすばらしい事業です。この祈り

の灯火が平和への願いを象徴し、世

界中に広がり戦争のない空をずっと

見上げられるようになったらいいなと

思います。藤井裕子さん（上之手）地方財政の充実・強化に関する
意見書採択についての陳情

陳情 慎重審議の結論

  陳 情 者    伊勢崎市中央町 30-4
　　　　　 日本労働組合総連合会　群馬県連合会
　　　　　 伊勢崎地域協議会　議長　宮下 和夫

【陳情内容】
　社会保障の充実、防災・減災、脱炭素化、自治
体ＤＸ推進等、増大する地方公共団体の財政需要
を的確に把握し、地方一般財源水準確保より踏み
だし、賃上げ基調にも相応する人件費の確保を含
めた地方財政の実現を図ることなど、全 11項目が
記された意見書を国へ提出することを求めるもの。

総務経済常任委員会における審査
趣旨採択とすべきもの
[ 趣旨採択４名・不採択１名 ]
　　　　　⬇
本会議における審議   賛成全員で趣旨採択  

【委員の意見】
趣旨採択　
・理由はもっともだと思うが、11 項目ある中で半

分ほどはどうかなと思う。全体として納得でき
るということではないため、趣旨採択としたい。

・現在、国の政治状況の変化により地方が声を上
げやすくなり、国が動いている最中なので、様
子を見たい。趣旨採択としたい。
不採択
・町議会として納得できないため、不採択と考える。

  ６月定例会　６月２日～11日
令和７年度玉村町一般会計補正予算（第１号）　原案可決（賛成全員）
歳入歳出予算総額からそれぞれ9041万円を追加（総額135億7113万円）

◀玉村町役場 YouTube【戦後80年・玉村町】
　戦争の記憶の継承 〜子どもたちへのメッセージ〜
　（玉村町歴史資料館30周年事業）

８
分
団
の
敷
地
に
建
設
し
、
現
在
の
第
８
分

団
詰
所
の
取
り
壊
し
工
事
を
実
施
す
る
も
の
。

♢
契
約
金
額　

７
２
９
３
万
円
︵
消
費
税
込
み
︶

♢
契 

約 

者　

株
式
会
社
徳
江
工
務
店

♢
契
約
方
法　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

 

教
育
・
子
育
て

戦
後
80
年
歴
史
継
承
事
業

●
戦
後
80
年
歴
史
継
承
事
業　

１
０
７
万
円

　

子
ど
も
向
け
の
戦
争
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
動
画
作
成
、
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
の
打
上
。

芝
根
小
学
校
ト
イ
レ
工
事

●
芝
根
小
学
校
工
事
請
負
費　

１
０
７
万
円

　

１
階
多
目
的
ト
イ
レ
の
雨
漏
り
対
策
、

コ
ー
キ
ン
グ
処
理
等
の
追
加
。

 

そ
の
他

玉
村
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

玉
村
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申

を
踏
ま
え
、
議
員
の
報
酬
月
額
を
増
額
改
定
。

　

報
酬
月
額
の
改
定
額
は
、
議
長
３
万
９

０
０
０
円
。
副
議
長
、
委
員
長
及
び
議
員

は
３
万
４
０
０
０
円
の
増
額
。

　

こ
れ
に
よ
り
議
長
は
32
万
４
０
０
０
円

を
36
万
３
０
０
０
円
。
副
議
長
は
26
万
６

０
０
０
円
を
30
万
円
。

　

委
員
長
は
25
万
４
０
０
０
円
を
28
万
８

０
０
０
円
。
議
員
は
24
万
２
０
０
０
円
を
27

万
６
０
０
０
円
に
改
め
る
。

カ
ー
ナ
ビ
付
き
公
用
車
分
の
放

送
受
信
料

●
放
送
受
信
料　
　
　
　
　
　
　
87
万
円

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
受
信
契
約
が
未
契
約
で
あ

る
カ
ー
ナ
ビ
付
き
公
用
車
が
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
、
本
来
の
支
払
う
べ
き
受

信
料
を
遡
っ
て
計
上
。

（
令
和
７
年
10
月
23
日
〜
）

玉村町初のふるさと納税制度を活用したガバメントクラウド
ファンディングに挑戦（スカイランタンプロジェクト）


